
認知症認知症について考えてみませんかについて考えてみませんか
　　　　　　～9月は世界アルツハイマー月間　　　　　　～9月は世界アルツハイマー月間です～です～

認知症になっても安心して暮らせる鳩山町を目指して認知症になっても安心して暮らせる鳩山町を目指して

　毎年 9月は「世界アルツハイマー月間」、また毎年 9月 21 日は「世界ア　毎年 9月は「世界アルツハイマー月間」、また毎年 9月 21 日は「世界ア
ルツハイマーデー」です。地域住民が認知症についての認識を高め、認知ルツハイマーデー」です。地域住民が認知症についての認識を高め、認知
症当事者やその家族に希望をもたらすことを目的として、世界中でさま症当事者やその家族に希望をもたらすことを目的として、世界中でさま
ざまな取り組みが行われています。ざまな取り組みが行われています。
■■問合せ　町地域包括支援センター　☎ 296-7700　FAX298-0077問合せ　町地域包括支援センター　☎ 296-7700　FAX298-0077
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あ
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し
て
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ま
し
ょ
う
。

認知症についてのご相談は

認知症ケア相談室

　在宅で認知症の介護をされている
家族介護者等に対して、認知症の介護技術や方法
についての相談に応じます。
　介護者における認知症の介護技術や方法に関す
る悩みも様々です。特別養護老人ホームの現場で
数多くの認知症の方に対応している「認知症ケア
相談員（介護福祉士）」にお気軽にご相談ください。
鳩山松寿園東館（☎296-7677）にて相談を受け付
けています。

鳩山町の認知症への取組の一部をご紹介します

し
た
り
、町
が
実
施
す
る
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
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月
の
ア
ル
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ハ
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介
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や
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て
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ま
す
の
で
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の
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会
に

理
解
を
深
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　高齢者が気軽に立ち寄れる場所として、
「はーとんカフェ今宿」があります。ボラン
ティアの皆さんもお待ちしていますので、
お気軽にお越しください。
▶利⽤対象　高齢者とその家族 
▶所在地　鳩山町大字今宿532-7 プラザＭ
内（今宿交差点の近く） 
▶開所⽇時　毎週火曜日と金
曜日の週2日（祝日、年末年始
を除く） 午前10時～午後４時 

　認知症に対する正しい知識と理解を持
ち、地域で認知症の人や家族
に対してできる範囲で手助け
をする人が増えるよう、町で
は講座を開催しています。

　「はーとん見守りシール」には、QRコー
ドが印刷されていて、高齢者を発見した方
がスマートフォン等でQRコードを読み取
ると、伝言板サイトが表示され、介護者（保
護者）あてにメールが自動送信されます。
本人が住所や名前を伝えられなくても、介
護者等に連絡が届き、安全に帰宅すること
ができます。
　１人で歩いている高齢者等でこのシー
ルを身に着けている方を見かけたら、困っ
ていることはないかお声がけいただき、
QRコードを読み取り、安全に帰宅するた
めのサポートをお願いします。

はーとんカフェ今宿

認知症サポーター養成講座

はーとん⾒守りシール交付事業

イメージ

？ 地域包括支援センター
認知症地域支援推進員等が相談をお受けします。

認知症初期集中支援チーム

　認知症サポート医、看護師や保健師、
社会福祉士等がチームとなり活動しています。
▶活動内容
本人や家族から相談を受け、事前予約時に面談し
やすい環境（来所、訪問）を決定し、困っていること
について専門職チームが相談に応じます。
▶⽇時　毎月1回（水曜日）午後1時30分～（事
前予約が必要です）

 認知症ケアパスとは、認知症の進⾏とともに変化
していく状態に⾒合った医療や介護などの⽀援を受
けられるように準備しておくためのツールです。
 認知症は、必ずしもみなさんが同じように進⾏す
るわけでもなく、同じような症状がでるわけではあ
りません。
 認知症についての⾒通し
が必要になったとき、情報収
集のための参考冊⼦を作成
し配布しています。ご希望
者は、町地域包括⽀援セン
ターまでお越しください。
※ ホームページからダウ

ンロードすることも可
能です。

鳩⼭町認知症ケアパス鳩⼭町認知症ケアパス

  9 ⽉ 30 ⽇（⼟）に開催予定の「はとやま健寿まつり IN
はーとんスクエア」（5 ページ）の会場においても、認知
症に関するブースを設置します。
 ぜひお⽴ち寄りください。

オレンジガーデニングオレンジガーデニング
プロジェクトプロジェクト
 「認知症になっても希望をもって⾃分らしく暮らし続
けられる社会」に向けた活動の⼀環として、新潟県⻑岡
市で始まった「オレンジガーデニングプロジェクト」の
動きが広がっています。９⽉の世界アルツハイマー⽉間
に、地域で認知症啓発のシンボルカラーであるオレンジ
⾊の花を咲かせる活動です。
 この活動は、みなさんが認知症について考えたり、周囲
の⽅と話をするきっかけを作ったり、認知症の⼈と⼀緒
に花を育てることで、認知症になっても暮らしやすい町
をみんなで作っていくことを⽬的にしています。
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